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9
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9
同

昨
年
8
月
か
ら
釈
迦
堂
地
内
に
建
設
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
市
庁
舎
は
、
い
よ
い
よ
完
成
し
、
山
月
6

日
に
落
成
式
を
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
で
、
新
し
い
時
代
の
都
市
づ
く
り
を
す
す
め

幸俊

市
庁
舎
の
結
成
式
は
、
市
制
十
五
周

年
記
念
式
と
あ
わ
せ
、
日
月

6
日
午
前

川
時
か
ら
市
庁
舎
三
階
で
、
関
係
官
庁

各
種
団
体
の
代
表
な
ど
、
ゃ
く
七
百
名

を
招
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市

政
に
と
く
に
功
労
の
あ
っ
た
人
や
永
年

勤
続
者
な
ど
、
ゃ
く
九
十
名
に
表
彰
状

や
感
謝
状
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
つ
い
で
7
日
、
8
日
の
二
日
間
は
、

市
庁
舎
の
開
放
、
十
五
年
の
歩
み
を
み

る
写
真
展
を
ひ
ら
く
ほ
か
、

7
日
は
海

上
自
衛
隊
の
記
念
演
奏
会
や
市
中
行
進

を
行
な
い
ま
す
。

そ
し
て

9
日
、
山
日
で
引
き
越
し
を

し
て
、
け
日
か
ら
新
市
庁
舎
で
執
務
を

は
じ
め
ま
す
。

乙
れ
で
い
ま
ま
で
分
散
さ
れ
て
い
た

教
育
委
員
会
、
農
政
課
な
ど
も
一
つ
の

建
物
に
集
中
統
合
さ
れ
、
事
務
連
絡
な

広市津魚、

日

落

式

成

る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
基
礎
が

で
き
た
わ
け
で
、
将
来
の
市
発
展
へ
の
核
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
庁
内

電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
'
式
と
な
り
、
連
絡
調

盤
の
う
え
か
ら
も
事
務
能
率
の
向
上
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

竹
田
か
ら
執
務
を
は
じ
め
ま
す

新
市
庁
舎
で
の
執
務
は
、
叩
月
日
日

(
水
)
か
ら
い
っ
せ
い
に
始
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
移
転
に
際
し
て

み
な
さ
ん
に
混
乱
し
て
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
な
い
よ
う
に
計
画
を
た
て
て
い

ま
す
。と

く
に
日
常
の
市
民
生
活
に
関
係
の

あ
る
窓
口
事
務
を
も
っ
市
民
課
は
、

9

日
(
月
)
い
っ
ぱ
い
は
現
在
の
庁
舎
で

平
常
ど
お
り
事
務
を
と
り
、
問
日
の
祭

日
を
利
用
し
て
移
転
、
日
日
か
ら
新
市

庁
舎
で
事
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

お
も
な
窓
口
を

一
階
に

(問和2削 月31日)
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付属棟 :コンクリートプロ

ック造平家建272平方お

建設費=やく 2億 2.500万円

〈設備工事とも〉

写真=市庁舎玄関前

市庁奮概要

所在地=魚津市釈迦堂113番地

建築概要=鉄筋コンクリート造

4階建 1部塔屋延 6.650

平万む

市
庁
舎
の
外
観
は
、
前
側
が
う
す
茶

色
の
押
し
出
し
ス
パ
ン
ド
レ

W
を
使
用

後
側
は
ね
ず
み
色
、
側
面
は
レ
ン
ガ
色

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
タ
イ
ル
張
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
を
入
り
ま
す
と、

待
ち
合
い
室

を
兼
ね
た
広
い
ホ
l

w
が
あ
り
、
直
接

市
民
の
み
な
さ
ん
に
関
係
の
あ
る
市
民

課
、
税
務
課
な
ど
、
窓
口
事
務
を
取
り

扱
う
諜
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

中
央
の
階
段
横
に
は
、
四
階
ま
で
通
ず

る
十
一
人
乗
り
自
動
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。

二
階
に
は
市
長
室
、
助
役
室
を
は
じ

め
総
務
課
な
ど
管
理
部
門
、
三
階
は
建

設
謀
、
都
市
計
画
謀
、
農
政
課
な
ど
の

事
業
部
門
、
四
階
は
議
場
を
中
心
に
し

た
議
会
部
門
と
教
育
委
員
会
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

ゃ
く
五
千
平
方

M
の
市
庁
舎
前
広
場

の
中
央
に
は
、
二
十

M
×
三
十
M
の
だ

円
形
の
築
山
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
と
石
に
よ
る
調
和
の
と
れ
た
築
山
の

め
ぐ
り
は
、
黒
い
豆
砂
利
を
敷
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
前
側
に
は
、
花
壇
が
三
か
所

設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
敷
地
の
め
ぐ

り
に
も
花
壇
を
つ
く
り
、
樹
木
や
く
三

千
本
を
植
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
築
山
の
南
側
は
駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

州
市
民
相
談
室
を

山
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
相
談
室
は
、
二
階
(
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
横
の
部
屋
〉
に
設
け
ら
れ
ま
し
た

い
ま
ま
で
ど
お
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
質

問
や
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

1
0
 

-v 新
庁
舎
へ
移
っ
た
の
を
機
会
に
、
い

ま
ま
で
市
民
課
に
属
し
て
い
た
市
民
相

談
室
を
秘
書
人
事
課
(
秘
書
広
報
係
)

に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
市
政
問
題
な
ど
係
員
が
解
答
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
助
役
が

相
談
室
に
出
向
い
て
、
直
接
市
民
の
み

な
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
き
、
適
切
な
措

置
を
と
る
と
と
も
に
、
市
政
に
も
反
映

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

7

・8
日
一
般
公
開
・
記
念
行
事

山
月
6
日
の
落
成
式
に
つ
い
で
、
7

日
か
ら
は
次
の
よ
う
な
記
念
行
事
を
行

な
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
新
庁
舎
の
見
学
と

と
も
に
ど
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。
…市
庁
舎
の
一
般
公
開

一

7
日、

8
日
の
二
日
間
、
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
市
庁
舎
を
み

な
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
市
勢
の
歩
み
写
真
展

7
日
、
8
日
の
二
日
間
、
市
庁
舎
の

二
階
会
議
室
で
、
市
齢
十
五
年
の
歩

み
を
み
る
写
真
展
を
ひ
ら
き
ま
す
。

…
七
十
名
の
大
編
成
に
よ
る
海
上

…

…
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
の
演
奏
会

…

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
が
来
市
し

記
念
演
奏
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。
乙
の

東
京
音
楽
隊
は
七
十
名
の
大
編
成
で

地
方
で
は
な
か
な
か
演
奏
を
き
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
音
楽
隊
長
は
石
崎
善
治

さ
ん
(
二
等
海
佐
)
で
、
同
氏
は
立

石
〈
経
国
)
出
身
の
方
で
す
。

八
7
日
V

マ
市
庁
舎
前
で
の
演
奏
会

午
前
叩
時
か
ら
四
十
分
程
度
の
演
奏

会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
市
中
行
進

午
後
2
時
か
ら
市
中
行
進
を
行
な
い

ま
す
。

コ
ー
ス
は
市
民
会
館
を
出
発
l
電
鉄

魚
津
駅
横

l
田
方
町
交
差
点
右
折

|

魚
陣
中
央
線
(
二
十
二

M
道
路
)

|

|塔|水機梢械室室.エレベーター. Il日主 前側

教 育委員会室.教育長室
四

教育要員会事務局.議長
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階

会事務局.議員控室(2).

員 会 室.議回.傍 聴 宵 ロピー
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真室 階

会議室t2).市民相談室. 一 市長公室.市長室.秘書

一 人事課.助役室.応接室
総務課.保険衛生課. 電 期政課.会議室(2).記者

話室.曹庫 階 室 .職 員厚生室

会議室.社会福祉事務所
一

市ホ品運大人民庫転型夫ー控課車ル手.臓室臣室税童員務車組堂課合庫歯事保庫掛健室玄.室物恒関出納室.収入役室.J)<:.道

局 .物品庫.電機室.機
階械室.倉庫

市庁舎配置図凋
桝後

aa 
--1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

.•• 

写
真
H
新
市
庁
舎
の
議
場

中
央
通
り
l
新
金
屋
町
l
農
協
会
館

前
通
り
l
市
庁
舎
前
の
順
。

マ
記
念
演
奏
会

午
後
7
時
か
ら
一
回
、
市
民
会
館
で

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
演
奏
会
を
ひ

ら
き
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
、
行
進
曲
ロ
ケ
ッ
タ
l

序
曲
エ
グ
モ

ン
ド
、
幻
想
曲
山
寺
の

お
し
よ
う
さ
ん
、
映
画
音
楽
ベ
ン

・

ハ
ー
よ
り
戦
車
兵
の
行
進
ほ
か
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
整

理
券
が
な
け
れ
ば
入
場
で
き
な
い
乙

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

整
理
券
は
、
九
世
帯
に
一
枚
の
割
で

区
長
さ
ん
へ
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
特
産
品
展
示
会

一

協
賛
行
事
と
し
て

6
日

i
8日
の
三

日
間
、
午
前
川
時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
市
民
会
館
、
図
書
館
で
特
産
品
展

示
会
を
ひ
ら
い
て
お
り
ま
す
。

市職員採用試験
一申し込みは12日までー

市職員の採用試験を次のように行な

います。受験希望者は10月12日(木〉

まで市役所秘書人事課へ申込書を提出

してください。

b受験資格

・学力は聞いませんが、学校教育法に

よる高等学校卒業程度の学力を要し

ますo

・昭和13年 4月 2日から昭和25年 4月
1日まで生まれた男子、および昭和

20年 4月 2日から昭和25年 4月 1日

まで生まれた女子。

[>採用予定人員

事務職員男子約 3名

グ 女子約 3名.

技術職員男子約 2名
b試験日と場所=第一次試験は10月22

日く日〉午前 9時から富山中部高校

くわしいととは秘書人事課へお問い

合わせください。

市
で
は
、
庁

庁
舎
落
成
記
念
に

舎
の
落
成
を
記

「
盃
」
を

配

布

念
し
て
市
章
入

り
の
メ
ラ
ミ
ン
製
「
盃
」

一
個
を
各

世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

9
月
未
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
配
布

を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な

い
と
き
は
、
区
長
さ
ん
ま
た
は
市
役

所
財
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、uv冊
子

「
市
庁
舎
と
窓
口

新
市
庁

舎
を
み
な

ご
案
内
」

発

行

さ
ん
に
よ

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
小
冊
子

「
市
庁
舎
と
窓
口
ご
案
内
」
を
叩
月

初
め
に
発
行
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま

す。
こ
の
冊
子
は
、
新
市
庁
舎
の
写
真

や
平
面
図
と、

市
役
所
窓
口
案
内
と

し
て
、
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
婚

姻
し
た
と
き
、

死
亡
し
た
と
き
な
ど

お
も
に
市
民
課
窓
口
で
取
り
扱
う
諸

手
続
き
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
各

世
帯
に
一
冊
あ
て
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

で話 変電
い番 わ話
ま号 り 畢
まは ま官
で代 せ号
ど表 んは
おが
り①も庁
で局、舎 11
す 2市へ目
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O所 転ら
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番電て市

市
庁
舎
へ
ご
厚
志

市
庁
舎
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
次
の

方
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
十
万
円
H
岡
町
故
鹿
野
重
次
郎

マ
十
万
円
H
株
式
会
社
北
陸
銀
行

マ
十
万
円
H
新
川
信
用
金
庫

マ
置
物
H
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業

株
式
会
社

マ
置
物
H
富
山
市
金
屋
一
曲
田
幸
保

ー
現
在
の
庁
舎
|

四
十
年
間
、
町

・
市
の

行
政
事
務
を
と
る

市
役
所
の
い
ま
の
建
物
(
本
館
〉
は

明
治
お
年
に
下
新
川
郡
会
議
事
堂
と
し

て
建
設
さ
れ、

当
時
と
し
て
は
た
い
へ

ん
モ
ダ
ン
な
建
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
す

昭
和
2
年
7
月
、
魚
津
町
が
県
か
ら

乙
の
建
物
を
無
償
で
借
り
受
け
、
荒
町

に
あ
っ
た
役
場
を
移
転
し
、
そ
れ
か
ら

町

・
市
の
行
政
事
務
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。昭

和
幻
年
の
市
制
施
行
後
は
、
事
務

の
複
雑
化
に
よ
っ
て
庁
舎
が
せ
ま
く
な

り
、
分
散
し
て
事
務
を
と
っ
て
き
ま
し

た。
本
館
は
、
こ
の
よ
う
に
で
き
て
か
ら

七
十
年
近
く
も
経
っ
た
建
物
だ
け
に
、

老
朽
の
度
合
い
も
は
な
は
だ
し
く
、
新

築
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ゃ
く
四
十
年
に
わ
た
り
、

魚
津
の
歴
史
を
き
ざ
み
つ
つ
、
み
な
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
庁
舎
も
、
も
う

あ
と
わ
ず
か
で
お
別
れ
す
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
や
み
酒
を
な
く
す
る

運
動
」
は

じ

ま

る

乙
と
し
も
叩
月
1
日
か
ら
川
日
ま
で

「
や
み
酒
を
な
く
す
る
運
動
」
が
全
国

い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

や
み
酒
は
、
国
家
財
政
に
支
障
を
お

よ
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
衛
生
的
に
も
、

社
会
生
活
に
与
え
る
悪
影
轡
が
大
き
い

の
で
す
。
家
庭
で
は
、
ド
プ
酒
や
ぶ
ど

う
酒
、
り
ん
ご
酒
な
ど
は
、
製
造
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
で
つ
く
ら

れ
る
も
の
と
し
て
梅
、
み
か
ん
、
す
も

も
、
か
り
ん
、
い
ち
と
、
に
ん
に
く
、

く
こ
、
し
そ
、
く
わ
、
ま
た
た
び
、
さ

る
な
し
、
と
ち
、
ぐ
み
の
十
三
種
類
だ

け
し
か
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん

「
や
み
酒
を
な
く
す
る
運

動
」
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
税
務
署
〉

文

化

講

演

会

叩
月
3
日
市
民
会
館
で

市
お
よ
び
富
山
青
年
会
議
所
が
主
催

で
、
文
芸
春
秋
文
化
講
演
会
が
ひ
ら
か

れ
ま
す
。
(
入
場
無
料
)

マ
日
時

u
m月
3
日
(
火
〉
午
後
6
時

半
開
演

マ
場
所
日
市
民
会
館
ホ

l

N

マ
講
師
日
丹
羽
文
雄
、
川
口
松
太
郎
、

水
上
勉

家
畜
の
改

良
と
飼
育
技

術
の
向
上
を
は
か
る
目
的
で
、
第
十

五
回
家
畜
共
進
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す

マ
日
時

H
m月
ロ
日
ハ
木
)

午
前
9
時
か
ら
審
査
、
午
後
1
時
か

ら
肉
牛
せ
り
市

マ
場
所
H
相
の
木
魚
津
市
家
畜
市
場

当
日
は
乳
牛
二
十
五
頭
、
和
牛
三
十

頭
、
豚
十
五
頭
が
参
加
予
定
。

畜
産
共
進
会

12 
日

市
社
会

新
潟
・
山
形
県
地
方
の

福
祉
事
務

水
害
見
舞
金

所
で
は
新

潟
、
山
形
県
地
方
の
水
害
見
舞
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
十
万
四
千

四
百
五
十
円
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
日
赤
富
山
県
支
部
を
通
じ
送
付

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
県
民
税
第
三
期

納
期
は
叩
月
引
日
で
す

マ
・・・
叩
月
号
市
広
報
は

9
月
お
日
に
市

役
所
を
発
送
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ

け
早
く
各
ご
家
庭
に
届
く
よ
う
配
布

に
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



補
正
予
算
な
ど

、E
ノ

内，

L•. 
f
s
、、.

、
/
一

定
例
市
議
会
は
、
9
月
辺
日
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

担

問

一

十

四

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
対

則

伽

一

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

制
服
一
ま
た
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
教
育
百
二
十
万
円
な
ど
計
上
さ

れ
ま
し

幻
種

一
委
員
に
木
下
幸
安
氏
(
引

歳
、
神

明

た

。

和
3
一
町
)
、
人
権
擁
護
委
員
に
清
水
弥
太
郎
八
歳
出

V
・
総
務
費
H
車
の
事
故
防
止

細
川
明
一
氏
ハ
印
歳
、
浜
経
団
〉
、
東
部
衛
生
処
の
た
め
、
市
道
す
み
切
り
工
事
に
九

一
理
組
合
議
員
に
宮
内
孝
成
氏
を
そ
れ
ぞ
十
万
円
、
市
史
の
第
一
編
印
刷
に
百

一れ
選

任

し

ま

し

た

。

一

一

一

十

八

万

円

な

ど

。

一

ひ

き
つ
づ
き
「
人
事
院
勧
告
の
尊
重

・
民
生
費
H
当
初
計
画
し
ま
し
た
経
団

一
と
乙
れ
に
と
も
な
う
地
方
財
源
の
補
て
保
育
所
を
百
十
五
平
方

M
大
き
く
す

一
ん
に
関
す
る
意
見
書
」
「
地
方
財
政
の

一
超
過
負
担
解
消
に
関
す
る
意
見
書
」

を

一
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

マ
一
般
会
計
補
正
予
算

四
千
八
百
五
十
三
万
四
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
十
三
億
千
五
百
二

十
七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
歳
入

V

財
源
と
し
て
市
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
と
、
事
業
認

証
に
よ
る
補
助
金
、
市
債
を
充
当
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
税
二

千
百
二
十
九
万
円
、
使
用
料
五
百
二

十
二
万
円
、
国
県
支
出
金
八
百
十
万

円
、
諸
収
入
七
百
七
万
円
、
市
債
五

十
四
議
案
を
可
決

報広市津

とでもすぐ110番へ

み
ん
な
で

「
防
犯
ひ

と
声
運
動
」

-
家
を
留
守
に
す
る

と
き
は
、
必
ず
隣

近
所
に
「
お
願
い

し
ま
す
」
と
ひ
と

声
か
け
て
、
留
守

中
の
見
ま
わ
り
を

お
願
い
す
る
。

・
隣
近
所
や
ア
パ
ー

ト
の
廊
下
な
ど
で

み
な
れ
な
い
人
を

'

み

た
ら
、
「
ど
ち

行

一

ら

の

お

宅

を
お
た

発

一

ず

ね

で

す

か

」
ひ

日

一

と

声
か
け
、
来
・
麗

1
一

を
確
か
め
る
。
乙
れ

月

一

は

不

審
者
の
機
先

川
一

を
制
し
て
、
被
害

均

一

を
末
然
に
防
ぐ
ζ

口
一

と
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

苦
患
の

和
一

人
に
対
し
て
は
親
切
と
な
り
ま
す
。

昭
一
戸
締
り
を
し
っ
か
り

色

|小さし、こ

」一一 防犯ひと声運動もすすめよう

(第 254号〉

-
昨
年
中
ア
パ
ー
ト
を
ね
ら
っ
た
あ
き

巣
犯
人
の
侵
入
方
法
を
み
る
と
、
一戸

締
り
を
忘
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
た

も
の
が
こ
九
析
と
、
も
っ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
外
出
の
と
き
は
必

ず
戸
締
り
を
点
検
し
、
カ
ギ
の
か
け

忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

-
あ
き
巣
犯
人
の
中
に
は
、
合
い
カ
ギ

で
錠
を
あ
け
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

パ
イ
プ
レ
ン
チ
な
ど
で
錠
を
こ
わ
し

侵
入
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
カ
ギ

を
点
検
し
、
悪
い
も
の
は
取
り
替
え

留
守
に
す
る
と
き
は
補
助
錠
を
使
っ

て
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

小
さ
い
こ
と
で
も
す
ぐ
一
一

O
番
へ

-
被
害
に
か
か
っ
た
ら
、
被
害
を
受
け

そ
う
に
な
っ
た
ら
、
な
に
か
不
安
な

こ
と
や
閤
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
す

ぐ
一
一

O
番
へ
電
話
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
犯
人
を
早
く
検
挙
す
る
た
め

に
も
、
ま
た
響
祭
宮
の
パ
ト
ロ

l
w

を
強
化
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

で

す

。

(

魚

津

欝

察

署

〉

物

価

統

計

調

査

全
国
物
価
統
計
調
査
が
叩
月
下
旬
か

ら
れ
月
初
旬
に
か
け
て
全
国
で
行
な
わ

れ
ま
す
。
魚
津
市
で
は
東
小
路
、

真
成

寺
町
、
餌
指
町
、
川
原
町
、
紺
屋
町、

八
代
町
、
橋
向
町
、
八
幡
町
、
橋
場
町

の
区
域
が
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
日
常
生
活
の
う

え
で
重
要
な
商
品
の
小
売
価
栴
や
サ
ー

ビ
ス
料
金
を
調
査
す
る
も
の
で
、
該
当

地
区
の
商
屈
の
み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

る
た
め
の
費
用
と
備
品
に
五
百
七
万

円
な
ど
。

・
農
林
水
産
業
費
H
第
二
次
農
業
構
造

改
善
事
業
を
す
す
め
る
た
め
の
調
査

費
お
よ
び
コ
ン
バ
イ
ン
設
置
費
三
百

四
十
万
円
、
委
託
造
林
ぷ
育
費
五
百

六
十
万
円
な
ど
。

・
商
工
費
H
移
転
就
職
者
用
宿
舎
が
大

海
寺
地
区
に
新
設
さ
れ
る
と
と
に
な

り
、
そ
の
一
部
経
費
と
鉄
工
団
地
ほ

か
の
舗
装
費
に
百
四
十
万
円
な
ど
0

.
土
木
費
H
市
道
補
修
費
百
五
十
万
円

松
倉
三
十
三
号
線
、
漁
港
西
魚
津
線

の
道
路
改
良
に
五
百
十
六
万
円
、
市

道
舗
装
費
百
六
十
三
万
円
な
ど
。

・
教
育
費
N
小
学
校
費
で
は
児
童
の
検

尿
費
、
教
材
費
な
ど
二
百
五
十
二
万

円
、
中
学
校
費
で
は
東
中
体
育
館
工

事
費
、
寄
宿
舎
居
住
費
、
遠
距
離
生

徒
通
学
費
ほ
か
二
百
三
十
二
万
円
な

ど。

マ
消
防
職
員
お
よ
び
団
員
賞
じ
ゅ
つ
金

条
例
の
設
定

現
在
の
条
例
は
最
高
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
三
百
万
円
に
改
め
る

た
め
条
例
を
設
定
し
ま
し
た
。
乙
れ

に
よ
っ
て
じ
ゅ
ん
職
し
た
場
合
賞
じ

ゅ
つ
金
は
、

一
般
の
範
と
な
る
抜
群

の
功
労
あ
っ
た
と
き
三
百
万
円
、

と
く
に
い
ち
じ
る
し
い
と
き
二
百
二

十
五
万
円
、
功
労
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
し

た。
特
産
品
展
示
会

円
。
門
口
、
〈

no
門口

市
内
の
特
産
品
を
広
く
紹
介
し
、
市

場
の
拡
張
と
技
術
の
向
上
を
同
的
に
特

産
品
展
示
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
会
場

で
は
即
売
も
む
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

マ
期
間

H
m月
6
日
(
金
)
か
ら

8
日

(
日
)
ま
で
の
三
日
間
、

毎
日
午
前
川
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
。

マ
会
場
と
展
示
品

・
市
民
会
館
H
家
具
、
建
具

漆
器
、
仏
壇
、
経
木
、
菓

子
、
水
産
加
工
品
、
軍
手

メ
ラ
ミ
ン
、
お
よ
び
市
内

ム五社
の
賛
助
出
品

・
図
書
館
H
特
側
品
、
家
具

の
一
部寄

付

十

万

円

経

団

西

町

朝

野

輝

久

五

万

円

住

吉

高

島

か

を

る

一

万

円

東

栄

町

臨

休

公

作

五

千

円

浅

生

石

田

チ

ヨ

五

千

円

大

町

小
川

治
雄

三

千

円

新

町

島

崎

幸

男

香
典
返
し
の
一
部
を
社
会
福
祉
援
護

金
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

A
婚

前

学

級

V

未
婚
の
人
を
対
象
に
婚
前
学
級
を
ひ

ら
き
ま
す
。

マ
学
級
内
容
H

「
楽
し
い
家
族
計
画
」

「
結
婚
前
に
治
し
て
お
き
た
い
病
気

」
に
つ
い
て
保
健
婦
か
ら
お
話
し
が

あ
り
ま
す
ー

マ
日
時

H
m月
6
日

(
金
)
午
後
7
時

か
ら
9
時
ま
で

マ
場
所
H
水
族
館
前
魚
津
中
央
公
民
館

A
新

婚

学

級

V

新
婚
の
人
を
対
象
に
、
三
回
目
の
新

婚
学
級
を
ひ
ら
き
ま
す
。

受
講
で
き
る
の
は
、
こ
と
し
の
7
月

か
ら
9
月
ま
で
婚
姻
届
け
を
出
さ
れ
た

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
内
容
「
新
し
い
家
庭
の
基
礎
と
結

各

地

区

市
民
の
体
位
向
上
を
は
か
る
目
的
で

区
民
運
動
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

地

区

実

施

日

場

所

魚

津

町

日

〈日
〉

村
木
小

道

下

日

日

(

日

)

道
下
小

本

江

辺

日

(

日

〉

本

江

小

加

積

包

日

〈

日

)

加

積

小

西
布
施
泣
日
〈
日
)
西
布
施
小

他
の
地
区
は
実
施
日
が
未
定
で
す
o

A
市
民
運
動
会

日

月

3
日
V

ま
た
、
日
月
3
日
の
文
化
の
目
、
魚

津
市
民
運
動
会
が
午
前
叩
時
か
ら
市
営

グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
乙
れ
は

各
公
民
館
対
抗
で
実
施
さ
れ
る
も

の

で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。

A
A
小
学
校
の
運
動
会

V

マ
叩
月
1
日
(
日
〉

H
住
吉
小
、
上
中

島
小
、
松
倉
小
、
上
野
方
小
、
本
江

大
先
寺

母
子
通
園
施
設
に
三
十

吉
田
久
松

万
円
寄
付
吉
田
さ
ん

J

さ
ん
は
香

典
返
し
の
一
部
三
十
万
円
を
母
子
通

園
施
設
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
昇
降

用
訓
練
階
段
、
歩
行
器
、
運
動
器
な

ど
購
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

乙
の
施
設
は
、
毎
週
水
曜
日
魚
津
保

健
所
で
開
設
さ
れ
、
肢
体
不
自
由
児

四
十
名
が
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

婚
の
心
理
」

H
市
助
役
、
「
家
族
計

画
の
考
え
方
と
妊
娠
の
し
く
み
」
「

遺
伝
と
自
分
の
血
液
型
に
つ
い
て
」

H
医
師

マ
日
時

H
m月
ロ
日
(
木
)
午
後
7
時

か
ら
9
時
ま
で

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

A
母

親

学

級

V

で

近
く
母
親
と
な
ら
れ
る
人
を
対
象
に
川

し
た
母
親
学
級
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
日
時

u
m月
6
日
〈
金
)
午
後

1
時
川

か
ら

4
時

ま

で

川

マ
場
所
H
魚
津
保

健

所

川

マ
内
容
「
妊
娠
と
生
理
、
妊
娠
中
の
川

異
状
」

H
医
師
、

「
妊
娠
中
の
保
健

川

妊
婦
体
操
、
無
痛
分
べ

ん
」
H
保
健
川

婦
、

「
妊
産
婦
の
栄
養
」

H
栄
養
士
川

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
が
あ
り
ま
川

す

。

川

運

動

会

…

小
、
加
積
小
、
経
団
小
、
西
布
施
小
川

マ
4
日
ハ
水

)
u片
員
小
、
天
神
小

川

マ
5
日
(
木
)
日
白
倉
小

住民登録調査の結果

住民登録のいっせい調査は、 7月25日現在

で行なわれましたが、地区別の世帯数と人口

は下表のようになっています。

昨年の調査とくらべてみますと、 世帯数で

は207世帯多くなりましたが、人口は 215人

少なくなっています。

郵
便
貯
金
で

盃aa軍覇回縫留置

保
健
所

幼

児

検

診

加
積

仙
川
月
幻
日

住

吉

}

上
中
島

-
0
1

松
倉

{

3
f

片
貝

}

上
野
方

}

天
神

}

引

日

西
布

施

-

都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

日
月

2
日

保

健

所

受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
1
2
時

保
健
所

他受
のけ
校付加道上片住経松天上校ま日
下け積下中良吉田倉神野下 れか 該
は 時島 方たら当
11聞 t， t^協お 41者
月午 109876 1M 54 2s 家子年は
中後日日日日日月日日日一/さ 6昭
に 1 I-lん月和
行 i で 3039
な 2公小連連公小連小小 す日年
い時民学絡絡民学絡学学場。ま 8
手 館校 所所館校所校校所 で月

生 1

保
健
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

生
後
六
か
月
以
上
の
市
民
全
員
を
対

象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
行
な
い
ま
す
。

熱
の
あ
る
人
、
鶏
肉
や
卵
で
ジ

ン
マ

シ
ン
に
な
る
体
質
の
人
、
糖
尿
病

・
脚

気
患
者
、
妊
婦
、
病
後
衰
弱
者
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
六
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
と

い
っ
し
ょ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
料
金
H
二
回
で
一
歳
未
満
五
十
円
、

六
歳
未
満
九
十
円
、
十
五
歳
未
満
百

二
十
円
、
十
五
歳
以
上
二
百
円
o

u
マ
保
険
証
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

川
者
で
、
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

川
一
歳
未
満
無
料
、
六
歳
未
満
五
十
円

川
そ
の
ほ
か
は
半
額
と
な
り
ま
ず
か
ら

川
忘
れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

酬

校

下

一

回

二

回

場

所

州

問

月

日

月

川

大

町

引

日

7
日

小

学

校

山

口

月

川

天

抑

1
日

8
日

小

学

校

川

片

貝

2
日

9
日

小

学
校

川

松

倉

2
日

9
日

小

学

校

ー

上

野

方

日

目

別

日

小

学

校

川

上

中

島

問

日

加

日

小

学

校

川
受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
1
2
時

川
他
の
校
下
も
日
月
中
に
行
な
い
ま
す

'

小

児

ま

ひ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

郵
便
貯
金
は
、
安
全
で
い
っ
さ
い
税
川
一
〉
該
当
者
H
昭
和
引
年
7
月
1
日
か
ら

金
が
か
か
ら
な
い
特
長
を
も
っ
て
お
り

川

位
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

ま
す
の
で
、
ど
う
か
こ
の
際
、
た
と
え

川

お
よ
び
昭
和
引
年
2
月
1
日
か
ら
引

少
額
で
も
、
魚
津
郵
便
局
、
市
内
郵
便

川

年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

局
に
預
け
入
れ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

川

ま
だ
二
回
服
用
し
て
い
な
い
人
。

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

(魚
津
郵
便
局
)川一
〉
料
金
H
五
十
円

ー

ー
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l
l
i
-
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1
1
1
1
1

川
マ
村
木
、
住
吉
、
上
野
方
、
加
積
校
下

"
H
m月
間
日
(
水
)

八
日
曜
休
日
の
当
番
医

V

川
マ
本
江
、
片
貝
、
道
下
、
天
神
、
西
布

V
1日
H
真
成
寺
町
鈴
木
医
院
①
0
川

施
校
下
H
叩
月
日
日
(
木
)

1
1
7
V
8日
H
村
木
平
井
病
院

川
マ
大
町
、
上
中
島
、
松
倉
、
臼
倉
、
経

①

0
8
8
8
v
m日
H
経
田
中
町

川

田
校
下
日
叩
月
却
日
ハ
金
)

細
川
医
院
①

2
8
2
5
v
m日
H
川
一〉
乙
の
三
日
間
の
う
ち
都
合
が
悪
く
受

友
道
扇
谷
医
院
①

1
0
8
2
V
2
川

け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
人

H
m

日
日
本
江
沢
口
外
科
医
院
①
1
7
5
川

月

お
日

(
月
)

7

v

m日
H
住
吉
寺
崎
医
院
①
3
川

服
用
場
所
は
各
校
下
と
も
田
方
町

6
1
9

川

旧
市
役
所
(
別
館
〉
で
、
受
け
付
け

川

時
間
は
午
後

1
i
2時
で
す
。

三

歳

児

検

診

該
当
者
は
、
昭
和
初
年
8
月
1
日

か
ら
ぬ
年
7
月
別
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

経
団

ω月
幻
日

道

下

剖

日

場
所

小
学
校

小
学
校

地区別|世帯数|
人 口

男 女 計-

3.032 6.042 6.854 12.896 
520 1.153 1.165 2.318 
343 799 877 1.676 
419 966 98 9 99 

.965 
327 702 11 1.513 

1.417 2.5012 5 2.933 5.4043 5 
1.015 1.9 2.130 4.035 
381 923 968 .891 

1.689 3.425 3.55 98 7.023 
1.099 2.410 2.502 4.912 
255 606 640 6 1.246 
392 983 97 .95g 

合計 10.889 22.426 24.453 46.879 

住
み
よ
い
郷
土
や
つ
く
り
を

郵
政
省
で
は
、
山
月
1
日
か
ら

「
住

み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
預
金
者
の
生
活
を
明
る

く、

豊
か
な
も
の
に
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
お
金
は
国
の
財
政
投
融
資
の

重
要
な
資
金
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体

に
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
営
住
宅
や
学
校
、
病
院
の
建
設
に
、

ま
た
上
水
道
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
の
充
実
、
道
路
の
建
設
整
備
に
使
わ

れ
て
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
ら
の
乙
と
を
市

民
の
み
な
さ
ん
に
認
識
し
て
い
た
だ
き

よ
り
い
っ
そ
う
郵
便
貯
金
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
よ
う
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

住

民

検

診

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に
7
月
か

ら
住
民
検
診
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が

叩
月
で
大
部
分
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

八
加
積

V

-m月
9
日
日
吉
島
弘
坊
湯
前
(
前
9

e

叩

i
ロ
)

加
積
公
民
館
ハ
後

1

1
3
・
初
)

-m月
幻
日
目
加
積
小
学
校
(
後

1
・

羽

i
3
・
初
)

八
上
野
方

V

-m月
日
日
日
大
海
寺
新
山
下
は
な
宅

(前
9
・
ω
t
m
-
m
)

上
野
方

小
学
校
(
前
日

i
ロ
後

1
i
2
〉

大
先
寺
湯
上
俊
雄
宅
(
後
2
・
叩

1

3
・
初
)

・
叩
月
幻
日
日
上
野
方
小
学
校
(
前
9

・
ω
i
m
・
叩
)

八
道
下

V

-m月
ロ
日
日
間
仏
谷
竜
一
宅
〈
前
9

・
叩

t
m
・
初
〉

青
島
社
宅
会
館

(後
1
i
3
・
初
)

-m月
間
日
日
道
下
公
民
館
(
前
9
・

釦
l
m
・
叩
〉
小
川
田
住
宅
ハ
前

日

i
ロ
)

青
島
保
育
園

(後

1
l

3
・
初
)

八
経
国

V

-m月
ロ
日
H
江
口
倉
庫
前
(
前
日

l

ロ)
-m月
山
日
H
持
先
寺
大
徳
寺
前
(
前

.

9
・
初
i
m
)

・
日
月
6
日
H
経
団
連
絡
所
(
後

1
1

3

・
mJ

八
天
神

V

-m月
日
日
H
東
尾
崎
ク
ラ
プ
(
前
日

-m
lロ
)
木
下
新
ク
ラ
プ
(
後

I
l
l
・
初〉

・
1
月
6
日
H
天
神
小
学
校
(
前
日

i

ロ)

八
酉
布
施

V

-m月
目
日

u
蛇
田
ク
ラ
プ
(
後

2
i

3
・
初
)

-
H
月
6
日
H
西
布
施
連
絡
所
(
前
9

・
ω
i
m
-
m
)

八
片
貝

V

-m月
加
日
H
山
女
分
校
(
前
9
・

m

l
ロ
)
片
貝
小
学
校
(
後

i
i
3〉

・
叩
月
幻
日
H
片
貝
小
学
校
(
前
什

i

ロ

・
初
)

八
大
町

V

-m月
お
日
H
魚
崎
仲
水
族
館
(
前
9
・

叩
i
ロ
)
大
町
小
学
校
(
後

1
i

3
・
叩
)

八
松
倉

V

-m月
お
日
H
松
倉
小
学
校
(
前
9
・

m
i
m
-
初〉

八
上
中
島

V

-m月
お
日
H
上
中
島
小
学
校

(
前
日

i
ロ
)

八
住
吉

V

-m月
お
日
H
住
吉
小
学
校
(
後

1
i

3
)
 


